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　　書評：菊地浩之著
『日本の 15 大同族企業』平凡社新書

加藤	和彦
（名古屋商科大学		経営学部		教授）	

Ⅰ　本書の特徴

　創業一族の世襲と脱同族の変遷を，日本の 15

同族企業を対象に創業時から現在まで俯瞰した書

籍である。ひとつひとつの企業に割かれる頁は多

くはないため，深く理解するという目的ではな

く，網羅的に日本の代表的な同族企業と，その経

営者の変遷，ならびに経営者交代のエピソードを

知るには良い書籍といえる。具体的には，章単位

で 3 ～ 4 の節を設け，時系列的に沿革や時々の経

営者の特徴や継承に至るエピソードが説明されて

いる。特にメイドインジャパンの名を世界的な知

名度に押し上げた電機と自動車産業や，電鉄系の

企業，その他，製薬や食品，建設や保険などの分

野をカバーしている。加えて，それぞれの企業に

創業以来の系統図と，情報公開されている企業の

上位株主推移が付随している。

Ⅱ　本書の構成

　本書は以下の 15 社について記述されている。

同族企業特有の「企業＝創業家」という繋がりを

強く意識する表記となっている。序章，第 1 章　

トヨタ自動車（豊田家），第 2 章　パナソニック

（松下家），第 3 章　三洋電機（井植家），第 4 章　

阪急電鉄（小林家），第 5 章　東急電鉄（五島

家），第 6 章　西武鉄道＆セゾングループ（堤

家），第 7 章　大正製薬（上原家），第 8 章　鹿島

建設（鹿島家），第 9 章　ブリジストン（石橋

家），第 10 章　味の素（鈴木家），第 11 章　出光

興産（出光家），第 12 章　日本生命保険（弘世

家），第 13 章　武田薬品工業（武田家），第 14 章　

松坂屋（伊藤次郎座衛門家），第 15 章　マツダ

（松田家），あとがき。1 企業の説明に 20 ～ 30 頁

が割かれ，全 300 頁程度となっている。

Ⅲ　本書の意義

　著者が，あとがきの部分で，本書の存在意義に

ついて「類書がない」ことを理由にしているが，

確かにコンパクトに広く浅く 15 企業をまとめた

書籍の存在は，これまであまり存在しなかったと

いう理由で本書の意義はある。

　書籍の存在以外にも同族会社同士の比較や同族

会社自体を研究対象としている点の意義もある。

例えば，日本の代表的な同族企業はどこかと聞か

れて真っ先に浮かぶのは，やはりトヨタ自動車で

あろう。本書では最初に紹介している。また，掲

載されている 15 社のうちで，同じ業界で競合し

合う企業が列記されているのも興味深い。具体的

には，トヨタ自動車対マツダ，パナソニック対三

洋電機，阪急電鉄と東急電鉄と西武鉄道＆セゾン

グループ，大正製薬対武田薬品工業などである。

本書では序章の中で，これらの競合の比較を，経

営者の求心力，株式保有，脱同族の動きなどの観

点で短いコメントながら論じている。
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　最近では，大塚家具の親子の経営権を巡る騒動

について「同族経営は善か悪か」という趣旨の議

論が交わされることも多くなったが，日本を代表

する上場企業にも同族会社は多い。同族・非同族

の区別を意識しながら企業研究の対象を設定する

ということは，学術的にかつ実務的に意義のある

ことであろう。

Ⅳ　本書の感想

　本書の中で，特に興味を持った企業は，トヨタ

自動車である。神谷正太郎の「一升マスには一升

しか入らない」の考えの下，「トヨペット店」「カ

ローラ店」などの販売店網を広げていったことが

記されている。常々，トヨタの販売店の種類の多

さと複雑さに関心を持っていたが，このような経

緯で現在に至ったのであったと理解できる。

　そして注目は現在の社長の豊田章男氏である。

章男氏は最近では，今後の業界変革の波の中で，

こういった複雑な販売店網は非効率と判断し，こ

れらの販売店網を一本化する方針を打ち出してい

る。本書にも説明があるように，章男氏は入社

後，決して陽の当たる職場を経験してきている訳

ではない。工場，経理，財務や IT 事業のプロ

ジェクトチームなど，トヨタの傍流といわれるよ

うな部署を経て社長になった。皮肉にもこういっ

た社内の傍流の扱いを受けている部署での経験

が，現在そして今後いやおうなしに直面するであ

ろうハード対システムの戦いとなるシリコンバ

レーの IT ジャイアントとの協業や競争を踏まえ

ての知識と経験の糧となっていることは間違いな

いだろう。簡略に記されたいくつかのエピソード

を通じて再認識させられた。

Ⅴ　本書の適用

　「同族企業はそうでない非同族企業に比べて競

争力が高いのか」という問題に対しては，これま

でも様々な意見が交わされてきている。具体的に

は，両者の比較において，生産性，存続性，経営

の自由度，人材の登用の柔軟性，意思決定プロセ

ス等，多くの面で見解が論じられてきているが，

こういった点を研究対象にする際，本書は一助と

なるであろう。

　また，それぞれの企業に創業以来の系統図と，

上場等で資本構成が公開されている企業の上位株

主推移が付随している点はとても使いやすい。統

計的な研究や経営史的な研究の参考文献として役

立つ可能性は高い。

　こうった同族企業に関心を持つ理由は様々では

あるが，例えば研究者が企業の繁栄には「世襲と

脱同族」のどちらが適しているのだろうかという

興味でこの書籍を手に取ることもあるだろう。そ

ういった方々には，本書籍は客観的に時系列で創

業者の移り変わりが記されていて，著者の主観は

最小限に表現されている点で適していると思う。

　加えて，15 企業それぞれをまとめるに使った

参考文献が記されている。読者が 1 企業を更に深

く調べたいときの配慮がなされている点も評価で

きる。

Ⅵ　本書の課題

　敢えて，課題を挙げるとすれば，いくつかの点

で課題が提起される。まず，これらの企業の選択

の理由が明記されていない。誰もが知る国内の大

手有名企業であることに違いはないが，これ以外

にも取り上げるに足る企業は存在するのではない

だろうか。どのような理由で，またはどのような



182 書　　評

基準で，この 15 社を選定したのか説明が求めら

れる。

　また，国内の企業同士の比較だけでなく，海外

の企業との比較にも目を向けるべきであろう。日

本企業の特有性として「同族性」が議論されるこ

とが多いが，海外にも多くの同族企業が存在す

る。それらの企業と日本の企業との比較を考える

ことも興味深い。例えば，米国のシリコンバレー

のスタートアップのなかで，創業当時は夫婦で

ファミリービジネスとしてスタートしたが，IPO

を機に夫婦は経営から退き，経営のプロが引き継

ぎ，その後世界的な規模の企業に押し上げたシス

コシステムは，VC の働きが極めて大きい。日本

ではまだ VC の働きが活発ではないが，同族が

IPO や経営危機をきっかけに経営の一線から退

くという事例は存在する。こういった事例を比較

する視点を取り入れるのも興味深い研究の糸口と

なるのではないだろうか。

　また一定の基準をもうけて，なにかしらの仮説

を設定し，定量的な研究成果も提示すると，本書

を通じてさらに研究の深化に結びつくきっかけに

なると感じる。例えば，本文中の著者のコメント

に，「同族支配が続く企業は建設，製薬，流通な

ど製造業に比べて設備投資額の小さい特定の業種

に偏っている」というものがあるが，こういった

主張を仮説として実証の動機を呼び起こすような

提起が期待される。今後の課題と言えるであろ

う。


